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税
金
は
、
現
代
社
会
の
根
幹
を
支
え
る
重
要
な
制
度
で
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
税
金
は
単
な
る
財
源
で
は
な
く
、
社
会
の
公
平
性
と
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
基
盤
で
す
。
そ

の
意
義
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
第
一
に
、
税
金
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
不
可
欠
で
す
。
教
育
、
医
療
、
交
通
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
て
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
私
た
ち
は
安
全
で
快
適
な
生
活
を
享
受
し
、
ま
た
社
会
全
体
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

第
二
に
、
税
金
は
経
済
の
安
定
性
を
保
つ
た
め
の
重
要
な
手
段
で
す
。
政
府
は
税
金
を
通
じ
て
経
済
の
過

熱
や
冷
え
込
み
を
調
整
し
、
景
気
の
安
定
を
図
り
ま
す
。
例
え
ば
、
景
気
が
過
熱
し
て
イ
ン
フ
レ
が
進
行
す

る
際
に
は
税
率
を
引
き
あ
げ
る
こ
と
で
消
費
を
抑
制
し
、
逆
に
景
気
が
低
迷
す
る
場
合
に
は
減
税
を
行
っ
て

消
費
を
促
進
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
税
政
策
は
、
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。
税
金
に

よ
る
経
済
調
整
は
、
失
業
率
の
変
動
を
抑
え
、
経
済
成
長
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
の
重
要
な
施
策

で
す
。 

 

さ
ら
に
税
金
は
社
会
的
な
公
平
性
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
所
得
に
応
じ
た
税
率
の
設
定
や
、

資
産
の
再
分
配
を
通
じ
て
、
社
会
の
格
差
を
縮
小
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
高
所
得
や
大
企
業
に
対

し
て
適
切
な
税
負
担
を
求
め
る
こ
と
で
社
会
全
体
の
平
等
を
促
進
し
、
貧
困
層
や
中
低
所
得
者
層
へ
の
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
社
会
全
体
の
調
和
が
図
ら
れ
、
誰
も
が
公
平
に
機
会
を
得
ら
れ
る

社
会
が
形
成
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
税
金
は
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
の
鍵
で
も
あ
り
ま
す
。
環
境
保
護
や
持
続
可
能
な
開
発
目
標

の
達
成
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必
要
で
す
。
税
収
を
活
用
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
環
境
保
護

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
世
代
に
対
し
て
健
全
な
地
球
を
残
す
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
は
、
税
金
の
適
切
な
活
用
が
不
可
欠
で
す
。 

 

最
後
に
、
税
金
は
市
民
の
責
任
と
参
加
を
促
進
し
ま
す
。
税
金
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
社
会
の
一
員
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
公
共
の
利
益
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
意
見
を
持
ち
、

議
論
を
通
じ
て
よ
り
良
い
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
、
市
民
の
重
要
な
責
務
で
す
。
税
金
の
使
途
に
対
す
る
透

明
性
と
説
明
責
任
を
求
め
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
重
要
な
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
税
金
は
単
な
る
財
源
で
は
な
く
、
社
会
の
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
税
金
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
の
適
切
な
使
い
道
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
社

会
を
築
く
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

税
金
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
が
、
社
会
の
公
平
性
や
効
率
性
を
保
ち
、
現
代
社
会

の
根
幹
を
支
え
る
重
要
な
ツ
ー
ル
な
の
で
す
。 

 


